
1 調査目的

浮遊粒子状物質（SPM）二次生成粒子や光化学オキ

シダントの原因物質である揮発性有機化合物（VOC）

に係る大気質を調査し、各種対策による VOC の削減

効果及びこれに伴う大気質の変化等を把握することに

より、今後の施策への反映等に資する。

2 調査内容

本調査の概要を表 1に示す。

3 結果

調査結果の詳細は「平成 16 年度揮発性有機化合物

に係る大気質調査報告書」として環境省に提出した。

その概略は以下のとおりである。

(1) VOC 成分濃度の合計の各季における平均値は図

1 のようになり、各地点とも春季・夏季に比べて秋

季・冬季の方が高かった。

(2) 表 2 に東京都世田谷区における各成分濃度の各季

の平均を示した。測定成分のうち濃度が高かったの

は、エタン、エチレン、プロパン、プロピレン、イ

ソブタン、n-ブタン、トルエンなどであった。

(3) 有害大気汚染物質のうち、環境基準が定められて

いるベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロ

エチレン、ジクロロメタンは、各季・各地点の平均

値でいずれも環境基準を下回っていた。
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表 1 調査概要

図 1 地点・季節毎のVOC成分濃度合計
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表 2 成分別濃度の各季平均値（東京都世田谷区）




